
　当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は患者さんの検体を用いて行

います。このような研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を対象とする医学系研究に関

する論理指針」（平成26年文部科学省・厚生労働省告示第3号）の規定により、研究内容

の情報を公開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがあ

りましたら、下記の問い合わせ先へご照会ください。

【研究課題】

Unicel DxH800によるCPDを用いた骨髄異形成症候群のスクリーニングについて

【研究機関】

　小樽市立病院

【研究責任者名・所属】

　小樽市立病院　検査室　鹿野　寿樹

【研究の目的】

【研究の方法】

　○対象となる患者さん

　　小樽市立病院の2022年12月～2024年5月の外来・入院患者検体

　○利用する情報・試料

　・患者背景（年齢、性別、検査結果）

　

【研究実施期間】

　　研究期間は承認日から令和6年11月30日までとする。

【個人情報の保護】

　　この研究に関して収集される試料や情報・データ等は、外部に漏えいすることのない

　よう、慎重に取扱いいたします。また、研究の成果は氏名等の個人情報が明らかになら

　ないように加工したうえで学会発表や論文で発表する場合があります。

　この研究のためにご自分の試料・情報等を使用してほしくない場合には、下記のお問い

合わせ先にご連絡ください。研究に参加いただけない場合でも、将来にわたって不利益が

生じることはありません。ご連絡をいただかなかった場合、ご了承いただいたものとさせ

ていただきます。

【問い合わせ先】

〒047-8550　北海道小樽市若松1丁目1番1号

小樽市立病院　検査室　鹿野　寿樹

TEL：0134-25-1211　FAX：0134-32-6424

小樽市立病院に通院中の患者さんまたはご家族の方へ

（臨床研究に関する情報）

自動血球計数装置では白血球分類の様々な情報が出力可能であるが、Unicel DxH800

(Beckman Coulter社)では白血球分類時の解析パラメータを反映するCell Population Data(以下CPD)

を出力可能である。今回はCPDを使用し、脱顆粒好中球、骨髄芽球を検出しメッセージを出力すること

で骨髄異形成症候群のスクリーニングを検討する。


